












































































































































































































































項目番号 事前 事後 項目番号 事前 事後
1 4．1 4．0 28 2．5 2．5
2 2．6 3．0 29 2．5 2．6
3 2．1 2．3 30 2．7 2．8
4 4．1 3．9 31 3．4 3．4
5 3．6 40 32 3．2 3．2
6 2．4 2．4 33 2．7 2．8
7 3．0 3．0 34 2．3 2．5
8 3．3 3．2 35 2．7 2．7
9 2．5 2．5 36 3．2 3．1
10 3．2 3．2 37 2．5 2．5
11 3．0 3．0 38 3．0 3」
12 3．3 3．4 39 3．5 3．6
13 3．4 3．5 40 3．2 3．3
14 2．5 2．6 41 2．6 2．6
15 2．5 2．6 42 3．4 3．5
16 3．5 3．5 43 3．4 3．5
17 3．0 3．2 44 3．7 3．8
18 3．4 3．5 45 3．7 3．8
19 3．3 3．4 46 2．5 29
20 3．0 3．2 47 3．9 3．8
21 3．3 3．2 48 3．4 3．5
22 3．0 3．0 49 2．9 3．0
23 3．1 3．3 50 3．6 3．6
24 2．9 2．9 51 3．1 3．4
25 2．0 2．4 52 3．5 3．4
26 2．9 2．9 53 2．8 2．7















収集力 判断力 表現力 処理力 創造力 発信・伝達力 合計
事前 32．9 22．5 25．4 22．3 29．7 32．0 164．9













































事前 収集力 判断力 表現力 処理力 創造力 発信・伝達力
収集力 一 0．55 0．31 0．36 0．37 0．35
判断力 0．53 0．61 0．56 0．49
担　　　　　z　　As





事後 収集力 判断力 表現力 処理力 創造力 発信・伝達力
収集力 一 0．39 0．45 0．43 0．29 0．16
判断力 0．41 0．57 0．55 0．16






















学習効果 収集力＊ 判断力 表現力＊＊ 処理力 創造力 発信・伝達力 合計得点 人数
あり 32．7 22．8 26．1 23．4 29．4 32．1 166．3 64
なし 30．8 21．8 22．6 21．5 30．8 31．0 158．5 17

























項目番号 社情 コミ 項目番号 社情 コミ
1 4．0 3．8 28 2．5 2．8
2 3．0 3．0 29 2．6 2．8
3 2．3 2．4 30 2．8 2．9
4 3．9 4．0 31 3．4 2．9
5 4．0 3．8 32 3．2 2．9
6 2．4 2．4 33 2．8 3．0
7 3．0 3．0 34 2．5 2．4
8 3．2 3．0 35 2．7 2．6
9 2．5 2．3 36 3．1 3．1
10 3．2 2．9 37 2．5 2．8
11 3．0 2．8 38 3．1 2．8
12 3．4 3．0 39 3．6 3．1
13 3．5 3．2 40 3．3 3．0
14 2．6 2．6 41 2．6 3．0
15 2．6 2．6 42 3．5 3．3
16 3．5 3．4 43 3．5 3．5
17 3．2 3」 44 3．8 3．8
18 3．5 3．2 45 3．8 3．8
19 3．4 3．1 46 2．9 2．7
20 3．2 3．0 47 3．8 3．7
21 3．2 3．0 48 3．5 3．4
22 3．0 2．9 49 3．0 3」
23 3．3 3．2 50 3．6 3．7
24 2．9 3．0 51 3．4 3．2
25 2．4 2．2 52 3．4 3．2
26 2．9 2．9 53 2．7 2．7















収集力 判断力＊ 表現力 処理力＊＊ 創造力＊＊ 発信・伝達 合計
社情 32．4 22．4 24．8 22．4 29．4 32．0 163．5










人数 割合 人数 割合
とてもプラスになっている 12 11．0 6 6．5
ややプラスになっている 52 47．7 56 60．9
どちらともいえない 28 25．7 25 27．2
あまりプラスになっていない 13 1t9 5 5．4
まったくプラスになっていない 4 3．7 0 0．0











収集力 判断力 表現力 処理力 創造力 発信・伝達力 合計 人数
あり 32」 24．3 25．1 24．4 3t9 32」 169．9 62
なし 30．0 22．2 26．0 27．0 33．0 34．4 172．6 5
どちらともいえない 3t4 21．7 23．5 23．3 29．8 31．3 161．0 25
6．まとめ
本研究では，教科「情報」を学習してきた大学初年次の学生が情報活用の
一 152一
大学初年次生の情報活用の実践力調査の分析
実践力をどの程度身につけているかを把握することを目的に，大学1年生を
対象に情報活用の実践力尺度を利用した質問紙調査を行った。その結果，次
のことが明らかになった。
・ 社会情報学科の学生は，全体の傾向としてコミュニケーション学科の学
　生より情報収集は自ら積極的に行うが，他人の影響を受けやすく，自分
　の考えを整理してきちんと伝えるのが苦手である。
・ 社会情報学科の事前・事後を比較した結果，情報活用の実践力の6つの
　能力得点の変化はあまりみられず，創造力，判断力，処理力が低めである。
　合計得点は事後の方がばらつきは少なくなった。
・コミュニケーション学科の方が情報活用の実践力の6つの能力の合計得
点のばらつきが少ない。
・ 6つの能力得点のうち，表現力と発信・伝達力は学科間で差はほとんど
　ないが，判断力，処理力，創造力はコミュニケーション学科の方が高く，
　処理力と創造力は1％水準で，判断力は5％水準で有意差がみられた。
・ 授業効果については，60％前後の学生が「プラスになっている」と回答
　している。「プラスになっていない」と思っている学生の割合は，社会情
　報学科の方がコミュニケーション学科と比較すると多い。
・ 授業効果についてプラスになっていると回答している群とプラスになっ
　ていない群に分けて6つの能力得点の平均を比較した結果，社会情報学
　科ではプラスになっていると回答している群の方が創造力以外の能力の
　得点平均が高く，収集力については5％水準で，表現力については1％水
　準で有意差がみられた。コミュニケーション学科では2つの群間で差は
　みられなかった。
　これらの結果を踏まえて，情報活用の実践力の育成を支援する基礎的情報
教育を検討する必要がある。そして，今回利用した情報活用の実践力の54
の尺度は，コンピュータ操作スキルを測るものではない。情報社会で問題解
決をするために，コンピュータを道具として使うためのスキルを身につける
ことは必要であるが，それだけではなく情報の主体的な収集・判断・表現・
処理・創造・発信の能力を高める教育が求められる。情報活用の実践力の育
成とカリキュラム全体の関わりの検討は今後の課題である。
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付記
本研究は，平成22年度共同研究（代表　中尾茂子）によるものである。
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